　　年　　月　　日　　
補助対象空き家判定申請書
（宛先）岡崎市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　氏  名　　　　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　
岡崎市危険空き家除却事業費補助金の補助対象空き家の判定を受けたいので、次のとおり岡崎市危険空き家除却事業費補助金交付要綱第７条第１項の規定により申請します。
なお、補助対象空き家の判定にあたり、岡崎市職員が当該空き家に立ち入ることについて、承諾します。
	空き家の所在地
	岡崎市

	添付書類
	□ 位置図（付近見取図）
□ 外観写真（複数の方向から撮影されたもの）

	空き家概要
（分かる範囲で記入してください。）
	構造
	木造

	
	従前用途
	

	
	延べ面積
	㎡

	
	階数　
	階

	
	空き家となった時期
	


※　無接道等危険空き家に該当する可能性があり、その判定を希望する場合は、裏面の記入をお願いします。
　申請に係る空き家は、無接道等危険空き家に該当する可能性がありますので、次のとおり申請します。
	空き家の所有者
	

	敷地の所有者
	

	添付書類
	□ 公図
□ 敷地の前面道路の写真
□ 敷地の全部事項証明書
□ 敷地の所有者並びにその配偶者、直系尊属及び直系卑属が当該敷地に隣接する土地を所有していないことの申述書

	空き家の除却工事の着手予定日
	　　年　　月　　日

	空き家の除却工事における重機（解体専用重機、バックボウ等）の使用（予定）
	□ 使用する。
□ 使用しない。

	上欄において使用しない場合の理由
	□ 敷地が幅員２メートル以上の道に接していないから。
□ 道路から敷地に至るまでの道（複数ある場合は全ての道）の最小幅員が２メートル未満であるから。
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


　　年　　月　　日　　
危険空き家除却事業費補助金交付申請書
（宛先）岡崎市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 20(ふり),氏) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 20(がな),名)　　　　　　　　　　　　
（生年月日　　　　　年　　月　　日）
電　話　　　　　　　　　　　　
岡崎市危険空き家除却事業費補助金の交付を受けたいので、次のとおり岡崎市危険空き家除却事業費補助金交付要綱第10条第１項の規定により申請します。また、同要綱第３条第３号の規定により、暴力団排除のため関係する官公庁へ照会することに同意します。
	空き家の所在地
	岡崎市

	補助対象経費
	　　　　　　　　　　　　　　円

	着手年月日及び完了年月日（予定）
	着手　　　　　　　　　年　　月　　日
完了　　　　　　　　　年　　月　　日

	添付書類
	□ 除却工事計画書
□ 使用状況報告書
□ り災証明
□ 登記事項証明書又は所有を確認できる書類
□ 除却事業者の見積書
□ 岡崎市税の滞納がないことを示す納税証明書
□ 除却工事を行う予定の解体事業者等の建設業法に基づく建築業若しくは解体業の許可、又は建設工事に係る資源の再資源化等に関する法律に基づく県知事による登録を受けた者であることを証する書類
□ その他


　　年　　月　　日　　
危険空き家除却事業費補助金交付変更申請書
（宛先）岡崎市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　
　　年　　月　　日付け　　　　　岡崎市指令　　第　　号により交付決定通知のありました危険空き家除却事業について、次のとおり申請内容を変更しますので岡崎市危険空き家除却事業費補助金交付要綱第12条の規定により申請します。
	空き家の所在地
	岡崎市

	変更の概要
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


　　年　　月　　日　　
補助事業廃止届
（宛先）岡崎市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　
　　年　　月　　日付け　　　　　　岡崎市指令　第　　号により交付決定のありました危険空き家除却事業について、下記の通り申請内容を辞退しますので岡崎市危険空き家除却事業費補助金交付要綱第15条の規定により届け出ます。
記
１　空き家の所在地　
　　　岡崎市
２　事由
　　年　　月　　日　　
補助事業完了実績報告書
（宛先）岡崎市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　
　　年　　月　　日付け　　　　　　岡崎市指令　第　　号により交付決定のありました危険空き家除却事業について、事業が完了しましたので岡崎市空き家除却費補助金交付要綱第16条の規定により、関係書類を添えて以下のとおり報告します。
	空き家の所在地
	岡崎市

	着手年月日
	　　　　　　年　　月　　日

	完了年月日
	　　　　　　年　　月　　日

	補助対象経費
	　　　　　　　　　　　　　円

	補助金交付決定額
	　　　　　　　　　　　　　円

	添付書類
	□ 除却工事の請負契約書又は注文請書（除却事業者の押印があるものに限る。）の写し
□ 除却工事費の領収書（除却事業者の押印があるものに限る。）の写し
□ 除却工事完了後の敷地の写真


　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　
補助金支払請求書
（宛先）岡崎市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　
岡崎市危険空き家除却事業費補助金交付要綱第18条第１項の規定により、下記のとおり請求します。
記
１　空き家の所在地　
　　　岡崎市
２　請求額
	金
	
	
	
	
	
	


３　振込先
	振込先金融機関
	金融機関名
	　　　　　　　　　銀行　　　　　　　本店
　　　　　　　　　金庫　　　　　　　支店
　　　　　　　　　農協　　　　　　　支所

	
	預金の種類
	普通　　・　　当座

	
	口座番号
	

	
	（フリガナ）
口座名義
	

	
	
	


除却工事計画書
１　空き家概要
	空き家の
所在地
	岡崎市

	従前用途
	住宅　・　店舗併用住宅　・　その他（　　　　　）

	構造
	木造・鉄骨造・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造・その他（　　　　　）

	延べ面積
	㎡

	建築年
	　　　 　　　　年


２　工事概要
	除却事業者
	名称
	　

	
	所在
	　

	
	連絡先
	　

	
	現場
責任者
	　


３　計画配置図　別添のとおり
４　工事費見積額（予定額）
	合計額
	空き家除却費
（補助対象経費）
	その他の工事費
（補助対象外経費）

	円
	①　　　　　　　　　　　　　 　　　　円
	円

	補助金
①　　　　　　　　　　円×1/2＝　　　　　　　　　　円（※）


５　空き家の解体方法（無接道等危険空き家の場合のみ記入）
	上部構造部分
	□ 手作業
□ 重機

	基礎
	□ 手作業
□ 重機


　　年　　月　　日　　
使用状況報告書
（宛先）岡崎市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　
当該申請の建築物の使用状況は以下のとおりであり、１年以上使用していないことを報告します。
１　建築物所在地　
　　　岡崎市
２　使用状況について
	時期
	内容

	　　 　年 　月
	　

	　　 　年 　月
	　

	　　 　年　 月
	　

	以後、使用のないまま、現在に至る。


※　上記報告内容は事実に相違ありません。報告内容に虚偽があった場合、補助金の交付決定の取り消し及び補助金を返還することについて、同意します。
様式第１号（第７条第１項関係）





様式第３号（第10条第１項関係）





様式第５号（第12条関係）





様式第７号（第15条関係）





様式第８号（第16条関係）





様式第10号（第18条第１項関係）





円





（※）上限100,000円とする（無接道等危険空き家は1200,000円）。








